
1 ．はじめに
　令和 2年 7月 3日から 8日にかけて，梅雨前線
が華中から九州付近を通って東日本にのびてほと
んど停滞した。前線の活動が非常に活発で，西日

本や東日本で大雨となり，特に九州では 4日から
7日に記録的な大雨となり，熊本県南部において
は， 7月 3日から 4日までの48時間総雨量が広い
範囲で400 mmを超えている。また，岐阜県周辺
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では 6日から激しい雨が継続的に降り， 7日から
8日にかけて記録的な大雨となった。
　その後も前線は本州付近に停滞し，九州南部，
九州北部，東海，及び東北地方の多くの地点で24
時間，48時間，72時間降水量が観測史上 1位の値
を超えた1,2）。
　この豪雨の結果，全国の広い範囲で土砂災害や
河川の溢水または堤防の決壊等による浸水被害が
発生し，10県で死者84名，行方不明者 2名の犠牲
者を出す大災害となった3,4）。熊本県内では67名
が死亡し，そのうち14名は特別養護老人ホームの
入居者であった5,6）。
　徳島大学では，特に被害の大きかった球磨川流
域，佐敷川流域，湯浦川流域で浸水被害調査を実
施した7-9）。
　本報では，高齢者施設の水害対策の向上を目的
として，令和 2年 7月豪雨による芦北町の高齢者
施設における避難行動について事例調査した結果
を報告する。 

2 ．佐敷川での降水と河川水位
　佐敷川は熊本県管理の二級河川である。図 1は
芦北大野雨量観測所の雨量データ，県佐敷水位観
測所の水位データ，避難情報等を重ね合わせたも

のである。雨は， 7月 3日 6時頃から降り出し，
3日 0時～ 5日 0時までの48時間総雨量は，芦北
大野雨量観測所（芦北町大野字鳥屋519-9）で
499 mmとなっている。また， 4 日 1 時頃から 8
時頃までは特に強い雨が降り続いており， 5時に
は芦北大野で79 mmの時間雨量が観測されてい
る8）。
　一方，佐敷川では，氾濫危険水位である3.92 m
を超え外水による浸水であったことが考えられる。
なお，観測点における零点高からの最高水位は，
観測データが一部欠損しているが， 4日 5時30分
に3.47 mとなっている。
　施設 Cが立地する佐敷地区を含むエリアを対
象とした警報や避難は， 7月 3 日22時52分に「洪
水警報」， 7 月 4 日 1 時13分に「避難準備・高齢
者等避難開始」， 2時43分に「避難勧告」， 3時30
分に「記録的短時間大雨情報」， 4時50分に「大雨
特別警報」， 5時に「災害発生情報」が発表されて
いる。

3 ．現地調査と氾濫解析の方法
（1）インタビュー調査
　調査対象は，芦北町の佐敷地区にある高齢者施
設（以下，施設 C）である。2020年 3月 9日と2021
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図 1　佐敷川での降水と河川水位ならびに警報・避難情報等
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年12月 7 日に①被災状況，②情報の入手情報，③
避難行動，④避難確保計画の策定状況，⑤避難生
活などについて施設長ら管理職 3名にお聞きした。

（2）現地確認と浸水痕跡調査
　図 2の黒枠で囲んだエリアが佐敷地区である。
調査対象である施設 Cの位置および水位観測地
点（■印）の位置を示す。
　熊本県南部の現地調査を2020年 7 月17日から19
日及び10月19日20日に実施した。佐敷地区では25
箇所で浸水調査を行い，約0.6 m～2.7 mの浸水深
で，最高浸水深は勝延時南東の建物で2.7 mで
あった。
　壁や柱等に明瞭に残された浸水痕跡に標尺をあ
てて写真撮影を行い，浸水深を観測した。標高は
VRS方式 RTK-GNSS測位を実施して求めた。図
3は施設 Cが 7 月 4 日に撮影した写真で，窓枠
の下に黒色の明瞭な浸水痕跡が確認できる。

（3）洪水氾濫解析
　洪水氾濫解析の概要について述べる。氾濫解析
には故岡部健士教授が開発した XOKABEモデル
を基礎としたソフトウェア「AFREL-SR」（ニタコ

ンサルタント㈱）を用いた。XOKABEは平面 2次
元浅水流方程式を時間方向には風上差分，空間方
向にはスタッカードメッシュを用いた中央差分形
式で表現し，これに雨水流入，下水道，排水機等
が考慮できる内外水を統一的に計算できる洪水氾
濫解析プログラムである。計算領域は，図 4の色
付きの部分で，16.9 km×11.0 kmを20 mメッシュ
の正方形格子で計算した。計算期間は 7月 3日12
時から 7 月 4 日12時までの24時間，Δtは0.05秒
で計算した。地形データは国土地理院 5mDEM
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図 2　調査地区と調査対象施設の位置

図 3　 施設 Cの被害状況（施設提供）窓枠の下
に黒色の明瞭な浸水痕跡あり
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を使用した。標高精度が低いため，浸水痕跡調査
地点のある所は 5mDEMから計算した平均値を
VRS方式 RTK-GNSS測位による標高値で補正し
て与えた。河川データは熊本県提供（令和 2年 7
月測量）を使用した。排水機場は図中の Pの 3か
所（ 7 月 4 日 3 時から運転）を考慮した。また，
主な農業用水路を排水路とした。
　図 5は洪水氾濫再現計算値と佐敷川および湯浦
川の水位，八代港の潮位との関係である。また，
図 6は洪水氾濫再現計算値と実測痕跡浸水深の関
係である。湯浦川の誤差は少なく，洪水氾濫計算
は概ね妥当な結果を与えていると考えられる。一
方，佐敷川については，堤防決壊や陸閘部分の木
製止水板の流出，樋門の閉鎖実態など，外水氾濫
計算に反映できていない点が多く，水位データと
計算値の誤差はやや大きくなっている。

4 ．避難行動の特徴
　施設 Cの避難行動について下記に示す。対象
地域では，佐敷川の外水氾濫により 7月 4日午前
3時頃から浸水が始まり 6時頃を境に水位が低下
したと考えられる。

（1）施設C（ 2階建て，90名，床上80 cm）
　入居者の平均介護度は 4で，歩行器や車椅子な
どの補助具がなければ移動できない人がほとんど
で，認知症の人や寝たきり状態の人が多い。
①被災状況
　床上80 cmまで浸水したため，介護ベッドや家
具，事務用機器や書類，空調やボイラーなどの設

図 4　氾濫解析の範囲
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図 6　洪水氾濫再現計算値と実測痕跡浸水深
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備のほかリクライニング車いすが入る特殊な車両
など20台も浸水した。人的被害は無かった。
②情報の入手方法
　防災情報は主に，防災無線，携帯電話，イン
ターネット，テレビから収集した。 

③避難行動
　 7月 3日の深夜から次々に発表される警報や避
難情報を確認し，職員間で情報共有に努めていた。
4日 4時頃に浸水が始まり，職員は危険が迫って
ていることに気づいた。施設は 1階に入居者の居
室があり， 2階に会議室や和室がある。職員が入
居者を車いすに乗せて避難させる準備をする中，
水位が急激に上昇してきた。当直の介護職員ら 5
名が入居者を一人ずつ抱えて 2階へ運び上げた。
施設内は停電し，非常灯だけの薄暗い中，ひざの
上まで浸かりながら90名の命を守った。 6時頃に
全員の避難が完了した。
④避難確保計画の策定状況
　芦北町が2020年 3 月に発行した芦北町総合防災
マップ（30年に 1 度の雨量を想定した浸水想定区
域図）において，施設 Cは浸水想定区域外にあり，
過去にも洪水の経験が全くなかった。避難確保計
画はあったものの洪水想定の訓練を実施したこと
は無かった。火災想定の避難訓練で入居者を外に
避難させたことはあったが 2階に上げたことはな
かった。今後，洪水を想定した上層階への避難訓
練を行うなど避難確保計画の見直しを行う。

（2）洪水氾濫解析からみた避難行動の特徴
　図 7に施設 C周辺での最大浸水深の計算結果
を示す。施設周辺は1.0～2.0 m，道路を挟んだ向
かい側の田畑は2.0～3.0 mという結果になってい
る。浸水痕跡水深値と比較すると計算値の方が大
きくなっており，図 5で述べた理由が影響してい
ると考えられる。
　図 8に施設 C周辺での浸水深変化を示す。
　浸水深が実際よりもやや大きくなっていること
に注意した上で，浸水深の変化と避難行動の時刻
を重ね合わせて特徴を検証する。施設 C周辺では，
4日 3時頃から水位が急激に上がり始め， 5時頃
にピークに達している。避難誘導を開始した 4時

頃から避難を完了した 6時頃まで水位は急激に上
昇し続けていることから，証言どおり，切迫した
状況下で入居者を 2階へ移動させたことが推察さ
れる。
　情報の入手方法に関するインタビュー調査から，
周辺情報の収集に努めていたものの，結果的に避
難情報を活用した早期の避難行動には結び付かな
かったものと思われる。施設 Cが浸水想定区域
外であったことや過去に水害の経験が全く無かっ
たために，危険を予見することが難しかったもの
と推察する。こういった状況において，浸水に気
づいた時には既に避難する時間的な猶予があまり
ない場合が考えられるため注意が必要である。
　結果論ではあるが，施設 Cの職員 5 名が90名
の入居者全員を避難させるのに 2時間を要したこ
とを前提して，仮に「避難準備・高齢者等避難開
始」のタイミングで避難を開始したとすると，浸
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水が始まる47分前に避難が完了したことになる。
また，夜間は職員が少なく一人当たりの負担が非
常に大きかった点についても，同様のタイミング
で職員の緊急参集をしたとすると，職員は道路が
冠水する前に施設へ到着できたと思われる。
　事例調査から，自治体や河川管理者等は，川の
近くに立地している高齢者施設に対して，外水氾
濫の危険性を周知すると共に，避難情報や河川の
水位情報等の活用方法についても周知する必要が
ある。また，施設側には，それらの情報を活用し
た避難計画の策定や夜間の発災に備えた緊急参集
体制の構築，複数のパターンによる避難訓練の実
施などが求められる。

5 ．事業継続における広域避難の課題
　ヒアリング調査から，事業継続における広域避
難の課題も見られた。
　施設 Cでは建物を修繕する間，熊本県内の38施
設に入居者を数名単位で受け入れてもらい介護を
継続した。38施設の内，熊本市内が36施設，津奈
木町と水俣市がそれぞれ 1施設である。図 9に施
設 Cの入居者の避難先施設の位置を示す。

　受け入れ調整は，熊本県，熊本県老人福祉施設
協議会（以下，県老施協），熊本市老人福祉施設
協議会（以下，市老施協）が連携して行い， 7 月
5日には熊本市老人福祉施設協議会に加盟する施
設で施設 Cの入居者を分散して受け入れること
が決まった。
　施設長らは，より円滑な広域避難体制の構築が
必要だと指摘している。なぜなら，芦北町のよう
に，人口規模の小さい市町村が大規模に被災した
場合，被災施設の入居者を受け入れられる同種の
施設が地域内にはほとんどないため，他の市町村
に応援を要請するよりほか選択肢がないためであ
る。
　令和 2年 7月九州豪雨災害の総合調査・研究報
告書10）によると，竹内らは，施設 Cの入居者受
け入れに伴ういくつかの課題を指摘している。具
体的には，介護保険制度上，他の市町村の高齢者
を入居させることができない施設があること，市
町村をまたぐ行政手続きが非常に煩雑であること
などである。また，受け入れ側施設の負担軽減や，
入居者のニーズ把握や孤立防止，必要な支援物資
の提供などに課題があるとしている。
　2021年 4 月施行「令和 3年度介護報酬改定にお
ける改定事項について」内で，2024年から介護事
での BCP策定が義務づけられた11）。介護業にお
ける BCPの項目としては，表 1のようなものが
挙げられている。他の施設や地域との連携を記載
している点が特徴的であり，緊急時には周辺地域

図 9　施設 Cの入居者の避難先

表 1　介護業における BCPの具体的な項目

項　目
① 基本方針
　－ ハザードマップの確認
　－ 被災想定
　－ 優先する業務
② 平常時の対応
　－ 建物・設備の安全対策
　－  電気・ガス・水道・通信・システムが止まった場合

の対策
　－ 衛生面の対策
③ 緊急時の対応
　－ BCP発動基準
　－ 体制・拠点・利用者／職員の安否確認方法
④ 他施設・地域との連携
⑤ 通所・訪問・居宅介護支援各サービス固有の記載事項
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と連携した対応が必要であることがわかる。
　以上のことから，施設 Cのような大規模な高
齢者施設においては，初動の避難確保計画だけで
なく，万が一施設が被災して長期間使用不可能に
なった場合に備えて，事業を継続する手段の一つ
として広域かつ複数個所への分散避難を検討して
おおくが求められる。
　ただ，広域かつ複数個所への分散避難について
検討するとなると一法人だけでは解決できないた
め，自治体や福祉団体の支援が必要不可欠である。
自治体や福祉団体は，BCP策定を支援すると共に，
介護保険制度の規制を緩和する災害時の特例を設
けたり，行政手続きの簡略化を図るなどあらかじ
め協議しておくことが望まれる。
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要　　旨

　令和 2年 7 月豪雨により佐敷川の近くに立地する高齢者施設 Cは浸水被害を受けた。高齢者
施設 Cを対象に，被害状況や避難行動に関するインタビュー調査と氾濫解析を実施した。避難
行動と浸水の過程からみて，より安全な避難のタイミングを逃していた。主な理由として，想
定外の出来事であったこと，情報が活用されなかったこと，マンパワーが足りなかったこと，
浸水の速度が速かったことなどが考えられる。この教訓として，情報を活用した行動計画，夜
間の緊急参集体制，複数のパターンによる避難訓練，などが挙げられる。また，高齢者の安全
な生活のためには避難確保計画と事業継続計画（BCP）の両方が求められる。一方，広域避難に
関する行政上の課題も明らかになった。この課題を解決するためには，自治体や福祉団体によ
る計画策定支援が必要で，介護保険制度の規制緩和，行政手続きの簡略化が望まれる。
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